
(57)【要約】

【目的】側視又は斜視内視鏡用の対物光学系において、

テレセン角を抑えて良好なテレセン性を確保でき、広画

角で全長、レンズ外径を抑えた対物光学系を得る。

【構成】物体側から順に、負のパワーの単レンズからな

る第１レンズ群、光路偏向素子、明るさ絞り、正のパワ

ーを有する第２レンズ群、及び正のパワーを有する第３

レンズ群からなり、次の条件式（１）ないし（３）を満

足する内視鏡対物光学系。

（１）－１．８５＜ｆ１／ｆ＜－１．３

（２）１．８＜ｆ２／ｆ＜３．０

（３）１．６＜Ｌ１／ｆ＜３．２

但し、

ｆ；全系の焦点距離、

ｆ１；第１単レンズの焦点距離、

ｆ２；第２レンズ群の焦点距離、

Ｌ１；第１単レンズの像側の面から絞りまでの空気換算

距離。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
物 体 側 か ら 順 に 、 負 の パ ワ ー の 単 レ ン ズ か ら な る 第 １ レ ン ズ 群 、 光 路 偏 向 素 子 、 明 る さ 絞
り 、 正 の パ ワ ー を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 、 及 び 正 の パ ワ ー を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 か ら な り 、
次 の 条 件 式 （ １ ） な い し （ ３ ） を 満 足 す る こ と を 特 徴 と す る 内 視 鏡 対 物 光 学 系 。
（ １ ） － １ ． ８ ５ ＜ ｆ １ ／ ｆ ＜ － １ ． ３
（ ２ ） １ ． ８ ＜ ｆ ２ ／ ｆ ＜ ３ ． ０
（ ３ ） １ ． ６ ＜ Ｌ １ ／ ｆ ＜ ３ ． ２
但 し 、
ｆ ； 全 系 の 焦 点 距 離 、
ｆ １ ； 第 １ 単 レ ン ズ の 焦 点 距 離 、
ｆ ２ ； 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 、
Ｌ １ ； 第 １ 単 レ ン ズ の 像 側 の 面 か ら 絞 り ま で の 空 気 換 算 距 離 。
【 請 求 項 ２ 】
請 求 項 １ 記 載 の 内 視 鏡 対 物 光 学 系 に お い て 、 次 の 条 件 式 （ ４ ） を 満 足 す る 内 視 鏡 対 物 光 学
系 。
（ ４ ） １ ． ７ ５ ＜ ｎ １
但 し 、
ｎ １ ； 第 １ 単 レ ン ズ の 屈 折 率 。
【 請 求 項 ３ 】
請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 内 視 鏡 対 物 光 学 系 に お い て 、 次 の 条 件 式 （ ５ ） を 満 足 す る 内 視 鏡
対 物 光 学 系 。
（ ５ ） ０ ． ６ ＜ （ ｄ ４ ’ ＋ Ｈ １ Ｒ ） ／ ｆ Ｒ ＜ ０ ． ８
但 し 、
ｄ ４ ’ ； 絞 り か ら 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の 面 ま で の 距 離 、
Ｈ １ Ｒ ； 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の 面 か ら 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 合 成 レ ン ズ 群
の 物 体 側 主 点 位 置 ま で の 距 離 、
ｆ Ｒ ； 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 合 成 焦 点 距 離 。
【 請 求 項 ４ 】
請 求 項 １ な い し ３ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 対 物 光 学 系 に お い て 、 正 の パ ワ ー を 有 す る
第 ２ レ ン ズ 群 は 、 単 レ ン ズ か ら な っ て い る 内 視 鏡 対 物 光 学 系 。
【 請 求 項 ５ 】
請 求 項 １ な い し ４ の い ず れ か １ 項 記 載 の 内 視 鏡 対 物 光 学 系 に お い て 、 正 の パ ワ ー を 有 す る
第 ３ レ ン ズ 群 は 、 物 体 側 か ら 順 に 位 置 す る 負 レ ン ズ と 正 レ ン ズ と の 接 合 レ ン ズ か ら な り 、
次 の 条 件 式 （ ６ ） 、 （ ７ ） を 満 足 す る 内 視 鏡 対 物 光 学 系 。
（ ６ ） ０ ． ０ ６ ＜ ｜ ｎ ３ － ｎ ４ ｜ ＜ ０ ． ２ ５
（ ７ ） １ ． １ ＜ Ｒ ８ ／ ｆ ＜ １ ． ７
但 し 、
ｎ ３ ； 接 合 レ ン ズ の 負 レ ン ズ の 屈 折 率 、
ｎ ４ ； 接 合 レ ン ズ の 正 レ ン ズ の 屈 折 率 、
Ｒ ８ ； 接 合 面 の 曲 率 半 径 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 内 視 鏡 対 物 光 学 系 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 技 術 お よ び そ の 問 題 点 】
斜 視 や 側 視 を 実 現 す る 内 視 鏡 対 物 光 学 系 で は 、 明 る さ 絞 り の 前 に プ リ ズ ム な ど の 光 路 偏 向
素 子 を 配 置 し て い る 。 し か し 、 従 来 の フ ァ イ バ ス コ ー プ 用 に 開 発 さ れ た も の は 一 般 的 に テ
レ セ ン （ テ レ セ ン ト リ ッ ク ） 性 は よ い が 画 角 （ 視 野 角 ） が 狭 く 、 最 近 の Ｃ Ｃ Ｄ 用 に 開 発 さ
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れ た も の は 一 般 的 に 画 角 は 広 い が テ レ セ ン 性 が 悪 い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
例 え ば 特 開 昭 ４ ９ － １ ２ １ ５ ４ ７ 号 公 報 、 特 開 昭 ５ １ － ６ ２ ０ ５ ３ 号 公 報 （ 光 路 偏 向 素 子
を 含 む 実 施 例 １ 、 ３ 、 ４ 、 ５ 、 ７ ） は 前 者 の 例 で 、 第 １ レ ン ズ の 屈 折 率 が 低 い た め そ の 径
を 抑 え る と 画 角 が 狭 く な る 。 半 画 角 を ５ ４ ゜ ま で 広 げ た 特 開 昭 ５ １ － ６ ２ ０ ５ ３ 号 公 報 の
実 施 例 ３ で は 、 第 １ レ ン ズ の 径 が 大 き い 。 さ ら に 、 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 が 長 い た め 、
全 長 が 長 く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
後 者 の 例 と し て 、 特 開 平 ８ － １ ７ ９ ２ ２ ６ 号 公 報 、 特 開 平 ９ － ２ ６ ９ ４ ５ ０ 号 公 報 で は 第
１ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 が 短 く て 軸 外 光 線 の 第 ２ レ ン ズ 群 へ の 入 射 角 が 小 さ く な り 、 テ レ セ
ン 性 が 悪 い 。 ま た 、 特 開 平 ７ － ２ ９ ４ ８ ０ ６ 号 公 報 で は 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 が 長 く 、
第 １ レ ン ズ 群 の 径 が 大 き い 。 特 開 平 １ ０ － ３ ０ １ ０ ２ ３ 号 公 報 で は パ ワ ー 配 置 が 負 正 負 で
あ り 、 テ レ セ ン 性 が よ く な い 。 ま た 、 唯 一 正 の パ ワ ー を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 の パ ワ ー が 強
く 、 こ の 第 ２ レ ン ズ 群 で 球 面 収 差 や 像 面 湾 曲 が 発 生 す る た め こ れ ら を 補 正 す る の に 非 球 面
が 必 要 に な り コ ス ト ア ッ プ の 要 因 と な る 。 最 近 の Ｃ Ｃ Ｄ は 、 従 来 の Ｃ Ｃ Ｄ に 比 較 し て 、 よ
り 良 好 な テ レ セ ン 性 が 要 求 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 特 許 文 献 】
特 開 昭 ４ ９ － １ ２ １ ５ ４ ７ 号 公 報
特 開 昭 ５ １ － ６ ２ ０ ５ ３ 号 公 報
特 開 平 ８ ‐ １ ７ ９ ２ ２ ６ 号 公 報
特 開 平 ９ ‐ ２ ６ ９ ４ ５ ０ 号 公 報
特 開 平 ７ － ２ ９ ４ ８ ０ ６ 号 公 報
特 開 平 １ ０ － ３ ０ １ ０ ２ ３ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ６ 】
【 発 明 の 目 的 】
本 発 明 は 、 プ リ ズ ム な ど の 光 路 偏 向 素 子 を 用 い た 内 視 鏡 対 物 光 学 系 に お い て 、 広 画 角 で 全
長 、 レ ン ズ 外 径 を 抑 え た 対 物 光 学 系 を 得 る こ と を 目 的 と す る 。 ま た 本 発 明 は 、 対 物 レ ン ズ
の 射 出 瞳 か ら 像 面 ま で 長 い 距 離 を 必 要 と す る Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 撮 像 素 子 に 対 応 で き る よ う に テ
レ セ ン 角 を 抑 え て 良 好 な テ レ セ ン 性 を 確 保 し た 内 視 鏡 対 物 光 学 系 を 得 る こ と を 目 的 と す る
。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 の 概 要 】
本 発 明 に よ る 内 視 鏡 対 物 光 学 系 は 、 物 体 側 か ら 順 に 、 負 の パ ワ ー の 単 レ ン ズ か ら な る 第 １
レ ン ズ 群 、 光 路 偏 向 素 子 、 明 る さ 絞 り 、 正 の パ ワ ー を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 、 及 び 正 の パ ワ
ー を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 か ら な り 、 次 の 条 件 式 （ １ ） な い し （ ３ ） を 満 足 す る こ と を 特 徴
と し て い る 。
（ １ ） － １ ． ８ ５ ＜ ｆ １ ／ ｆ ＜ － １ ． ３
（ ２ ） １ ． ８ ＜ ｆ ２ ／ ｆ ＜ ３ ． ０
（ ３ ） １ ． ６ ＜ Ｌ １ ／ ｆ ＜ ３ ． ２
但 し 、
ｆ ； 全 系 の 焦 点 距 離 、
ｆ １ ； 第 １ 単 レ ン ズ の 焦 点 距 離 、
ｆ ２ ； 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 、
Ｌ １ ； 第 １ 単 レ ン ズ の 像 側 の 面 か ら 絞 り ま で の 空 気 換 算 距 離 、
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
本 発 明 の 内 視 鏡 対 物 光 学 系 は 、 次 の 条 件 式 （ ４ ） を 満 足 す る こ と が 好 ま し い 。
（ ４ ） １ ． ７ ５ ＜ ｎ １
但 し 、
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ｎ １ ； 第 １ 単 レ ン ズ の 屈 折 率 、
で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 次 の 条 件 式 （ ５ ） を 満 足 す る こ と が 好 ま し い 。
（ ５ ） ０ ． ６ ＜ （ ｄ ４ ’ ＋ Ｈ １ Ｒ ） ／ ｆ Ｒ ＜ ０ ． ８
但 し 、
ｄ ４ ’ ； 絞 り か ら 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の 面 ま で の 距 離 、
Ｈ １ Ｒ ； 第 ２ レ ン ズ 群 の 最 も 物 体 側 の 面 か ら 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 合 成 レ ン ズ 群
の 物 体 側 主 点 位 置 ま で の 距 離 、
ｆ Ｒ ； 第 ２ レ ン ズ 群 と 第 ３ レ ン ズ 群 の 合 成 焦 点 距 離 、
で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
正 の パ ワ ー を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 は 、 複 数 の レ ン ズ か ら 構 成 し て も よ い が 、 単 レ ン ズ か ら
構 成 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ １ 】
正 の パ ワ ー を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 は 、 具 体 的 に は 例 え ば 、 物 体 側 か ら 順 に 位 置 す る 負 レ ン
ズ と 正 レ ン ズ と の 接 合 レ ン ズ か ら 構 成 し 、 次 の 条 件 式 （ ６ ） 、 （ ７ ） を 満 足 さ せ る こ と が
好 ま し い 。
（ ６ ） ０ ． ０ ６ ＜ ｜ ｎ ３ － ｎ ４ ｜ ＜ ０ ． ２ ５
（ ７ ） １ ． １ ＜ Ｒ ８ ／ ｆ ＜ １ ． ７
但 し 、
ｎ ３ ； 接 合 レ ン ズ の 負 レ ン ズ の 屈 折 率 、
ｎ ４ ； 接 合 レ ン ズ の 正 レ ン ズ の 屈 折 率 、
Ｒ ８ ； 接 合 面 の 曲 率 半 径 、
で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
【 発 明 の 実 施 形 態 】
本 発 明 の 内 視 鏡 対 物 光 学 系 は 、 図 １ 、 図 ３ 、 図 ５ 及 び 図 ７ の 各 実 施 例 の レ ン ズ 構 成 図 に 示
す よ う に 、 物 体 側 か ら 順 に 、 負 の パ ワ ー の 単 レ ン ズ か ら な る 第 １ レ ン ズ 群 １ ０ 、 光 路 偏 向
素 子 （ プ リ ズ ム ） ２ ０ 、 明 る さ 絞 り Ｓ 、 正 の パ ワ ー を 有 す る 第 ２ レ ン ズ 群 ３ ０ 、 及 び 正 の
パ ワ ー を 有 す る 第 ３ レ ン ズ 群 ４ ０ を 有 し て い る 。 光 路 偏 向 素 子 ２ ０ は 展 開 し て 示 し て い る
。 第 ３ レ ン ズ 群 ４ ０ の 像 側 に は 、 固 体 撮 像 素 子 の 撮 像 面 の 前 方 に 位 置 す る フ ィ ル タ 類 （ 平
行 平 面 板 ） ５ ０ が 位 置 し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
第 １ 単 レ ン ズ １ ０ は 、 物 体 側 が 平 面 で 像 側 が 凹 面 で あ る 。 第 ２ レ ン ズ 群 ２ ０ は す べ て の 実
施 例 で 単 レ ン ズ か ら な り 、 第 ３ レ ン ズ 群 ３ ０ は す べ て の 実 施 例 で 物 体 側 か ら 順 に 位 置 す る
負 正 の ２ 枚 貼 合 せ レ ン ズ か ら な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
条 件 式 （ １ ） は 負 の パ ワ ー の 単 レ ン ズ か ら な る 第 １ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 を 規 定 す る 。 下 限
を 下 回 る と 、 負 の パ ワ ー が 弱 く な り 、 広 角 化 を 図 っ た 場 合 に レ ン ズ 外 径 が 大 き く な る 。 上
限 を 上 回 る と 、 負 の パ ワ ー が 強 く な り す ぎ て 軸 外 光 線 の 第 ２ レ ン ズ 群 へ の 入 射 角 が 小 さ く
な り 、 テ レ セ ン 性 を よ く す る に は レ ン ズ の 全 長 が 長 く な る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
条 件 式 （ ２ ） は 第 ２ レ ン ズ 群 の 焦 点 距 離 の 範 囲 を 規 定 す る 。 下 限 を 下 回 る と 、 正 の パ ワ ー
が 強 く な り 第 ２ レ ン ズ 群 で 発 生 す る 球 面 収 差 が 大 き く な っ て 性 能 が 劣 化 す る 。 上 限 を 上 回
る と 、 レ ン ズ の 全 長 が 長 く な る と と も に 、 強 い 負 の パ ワ ー を 有 す る 第 １ 単 レ ン ズ と の 収 差
バ ラ ン ス が 崩 れ 像 面 湾 曲 や 球 面 収 差 が オ ー バ ー に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
条 件 式 （ ３ ） は 第 １ 単 レ ン ズ と 明 る さ 絞 り の 間 に 光 路 偏 向 素 子 を 配 置 す る の に 必 要 な 空 気
換 算 距 離 を 規 定 す る 。 下 限 を 下 回 る と 光 路 偏 向 素 子 を 配 置 で き な い 。 上 限 を 上 回 る と 、 全
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長 が 長 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
条 件 式 （ ４ ） は 第 １ 単 レ ン ズ の 屈 折 率 を 規 定 す る 。 下 限 を 下 回 る と 広 角 化 を 図 っ た 場 合 に
曲 率 半 径 が 小 さ く な る た め 、 コ バ 厚 が 厚 く な る と と も に 外 径 も 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
条 件 式 （ ５ ） は 良 好 な テ レ セ ン 性 を 保 ち つ つ 全 長 と レ ン ズ 外 径 を 抑 え る た め の 絞 り 位 置 に
関 す る 条 件 で あ り 、 下 限 を 下 回 る と テ レ セ ン 性 が 悪 化 す る 。 上 限 を 上 回 る と 第 ２ レ ン ズ 群
、 第 ３ レ ン ズ 群 の レ ン ズ 外 径 が 大 き く な る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
条 件 式 （ ６ ） 、 （ ７ ） は 、 第 ３ レ ン ズ 群 を 接 合 レ ン ズ か ら 構 成 す る 場 合 の 好 ま し い 条 件 を
規 定 す る 。 す な わ ち 、 第 ３ レ ン ズ 群 は 収 差 補 正 を 良 好 に す る た め に 正 レ ン ズ と 負 レ ン ズ の
接 合 レ ン ズ と す る こ と が 望 ま し く 、 さ ら に 、 良 好 な テ レ セ ン 性 を 確 保 し つ つ レ ン ズ 径 を 小
さ く す る た め に は 物 体 側 を 負 レ ン ズ と す る こ と が 望 ま し い 。 物 体 側 を 正 レ ン ズ と す る と 、
レ ン ズ 径 が 大 き く な る と と も に 接 合 面 に お い て 軸 外 光 線 が 光 軸 か ら よ り 高 い 位 置 を 通 る の
で 高 次 の 収 差 が 発 生 す る 。 条 件 式 （ ６ ） は 接 合 レ ン ズ を 構 成 す る 正 負 レ ン ズ の 屈 折 率 差 を
規 定 し 、 条 件 式 （ ７ ） は 接 合 面 の 曲 率 半 径 を 規 定 し て い る 。 条 件 式 （ ６ ） の 下 限 を 下 回 る
と 球 面 収 差 や 非 点 収 差 の 補 正 が 不 十 分 に な り 、 上 限 を 上 回 る と 軸 外 光 線 で 補 正 過 剰 に な る
。 条 件 式 （ ７ ） の 下 限 を 下 回 る と 正 レ ン ズ の コ バ 厚 が 不 足 し レ ン ズ 加 工 が 困 難 に な る と と
も に 、 軸 外 光 線 で 収 差 補 正 が 過 剰 に な る 。 上 限 を 上 回 る と 接 合 面 で の 収 差 補 正 が 不 十 分 に
な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
次 に 具 体 的 な 数 値 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 表 中 の ｆ は 全 系 の 焦 点 距 離 、 Ｆ Ｅ は 実 効 Ｆ ナ
ン バ ー 、 ω は 半 画 角 （ ° ） 、 Ｍ は 全 系 の 横 倍 率 、 ｆ Ｂ は バ ッ ク フ ォ ー カ ス （ フ ィ ル タ 類 ５
０ か ら の 距 離 ） 、 ｒ は 曲 率 半 径 、 ｄ は レ ン ズ 厚 ま た は レ ン ズ 間 隔 、 Ｎ ｄ は ｄ 線 の 屈 折 率 、
ν ｄ は ア ッ ベ 数 を 示 す 。 な お 、 全 て の 実 施 例 の レ ン ズ デ ー タ は 、 フ ィ ル タ 類 ５ ０ を 含 ん で
い る 。 ま た 、 諸 収 差 図 に お い て 、 Ｓ Ａ は 球 面 収 差 、 Ｓ Ｃ は 正 弦 条 件 、 ｄ 線 、 ｇ 線 、 Ｃ 線 は
そ れ ぞ れ の 波 長 に 対 す る 収 差 で あ り 、 Ｓ は サ ジ タ ル 、 Ｍ は メ リ デ ィ オ ナ ル で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
［ 実 施 例 １ ］
図 １ は 、 実 施 例 １ の レ ン ズ 構 成 を 示 し 、 図 ２ は 図 １ の レ ン ズ 構 成 で の 諸 収 差 を 示 す 。 表 １
は そ の 数 値 デ ー タ で あ る 。 絞 り Ｓ は ｒ ５ 面 か ら 物 体 側 に ０ ． ３ １ の 位 置 に 設 け ら れ て い る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
【 表 １ 】
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【 ０ ０ ２ ３ 】
［ 実 施 例 ２ ］
図 ３ は 、 実 施 例 ２ の レ ン ズ 構 成 を 示 し 、 図 ４ は 図 １ の レ ン ズ 構 成 で の 諸 収 差 を 示 す 。 表 ２
は そ の 数 値 デ ー タ で あ る 。 絞 り Ｓ は ｒ ５ 面 か ら 物 体 側 に ０ ． １ ９ の 位 置 に 設 け ら れ て い る
。
【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ２ ４ 】
［ 実 施 例 ３ ］
図 ５ は 、 実 施 例 ３ の レ ン ズ 構 成 を 示 し 、 図 ６ は 図 ５ の レ ン ズ 構 成 で の 諸 収 差 を 示 す 。 表 ３
は そ の 数 値 デ ー タ で あ る 。 絞 り Ｓ は ｒ ５ 面 か ら 物 体 側 に ０ ． １ ３ の 位 置 に 設 け ら れ て い る
。
【 表 ３ 】
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【 ０ ０ ２ ５ 】
［ 実 施 例 ４ ］
図 ７ は 、 実 施 例 ４ の レ ン ズ 構 成 を 示 し 、 図 ８ は 図 ７ の レ ン ズ 構 成 で の 諸 収 差 を 示 す 。 表 ４
は そ の 数 値 デ ー タ で あ る 。 絞 り Ｓ は ｒ ５ 面 か ら 物 体 側 に ０ ． ３ ２ の 位 置 に 設 け ら れ て い る
。
【 表 ４ 】
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【 ０ ０ ２ ６ 】
各 条 件 式 の 各 実 施 形 態 に 対 す る 値 を 表 ５ に 示 す 。
【 表 ５ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
各 実 施 例 は 各 条 件 式 を 満 足 し て お り 、 諸 収 差 も 比 較 的 よ く 補 正 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 広 画 角 で 全 長 、 レ ン ズ 外 径 を 抑 え た 光 路 偏 向 素 子 を 用 い た 内 視 鏡 対 物 光
学 系 を 得 る こ と が で き る 。 ま た 対 物 レ ン ズ の 射 出 瞳 か ら 像 面 ま で 長 い 距 離 を 必 要 と す る Ｃ
Ｃ Ｄ な ど の 撮 像 素 子 に 対 応 で き る 良 好 な テ レ セ ン 性 を 確 保 し た 内 視 鏡 対 物 光 学 系 を 得 る こ
と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
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【 図 １ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 対 物 光 学 系 の 実 施 例 １ の レ ン ズ 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の レ ン ズ 構 成 で の 諸 収 差 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 対 物 光 学 系 の 実 施 例 ２ の レ ン ズ 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の レ ン ズ 構 成 で の 諸 収 差 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 対 物 光 学 系 の 実 施 例 ３ の レ ン ズ 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ５ の レ ン ズ 構 成 で の 諸 収 差 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 本 発 明 に よ る 内 視 鏡 対 物 光 学 系 の 実 施 例 ４ の レ ン ズ 構 成 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ７ の レ ン ズ 構 成 で の 諸 収 差 図 で あ る 。

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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